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ウシの⻭に記録された福島第⼀原発事故による Sr-90、Cs-137 汚染状況の推定 

Estimation of pollution situation from Sr-90 and Cs-137 implanted in cattle teeth  

after the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident 
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1. はじめに 福島第⼀原発（FNPP）事故後、東北⼤学は旧警戒区域内での「被災動物の包括的線量評価事業」を開始し

た。昨年の本発表会において被災ウシの⻭の形成に伴い Sr-90 と Cs-137 が取り込まれていることを報告した。⻭中の Sr-90

は⻭の形成時期に取り込んだ Sr-90 を記録するという特徴がある [1]。また、⻭中の Cs-137 もウシの採取地点の汚染状況

を反映していた。したがって、環境中から⻭への移⾏の特徴が明らかになれば、ウシの⻭中 Sr-90 と Cs-137 から過去の植

物や⼟壌中の存在量を推定が可能になる。そこで本研究では、⼟壌、⼟壌可給態、植物中と⻭中の Sr-90 と Cs-137 を⽐較

し環境中から⻭への 2 核種の移⾏挙動を明らかにする。 

2．実験⽅法 採取地点は、FNPP 事故に伴う警戒区域内⼤熊町（2012 年、FNPP より⻄に 5 km）、川内村（2011 年、FNPP

より南⻄に 16 km）の 2 地点で、⿊⽑和種⽜および植物、⼟壌試料を同時に採取した。試料採取時の空間線量率は⼤熊町

が 30 µSv/h、川内村が 1 µSv/h であった。ウシの⻭は⻭種ごとに分割し、⻭種の⼀部を粉砕・乾燥した。⼟壌試料は⾵乾

後、2 mm 以上の礫を取り除いた。また、⼟壌の可給態は、⽔溶態（超純⽔により抽出）、イオン交換態（1M 酢酸アンモ

ニウム⽔溶液により抽出）とした。植物試料は乾燥後、粉砕した。⻭、⼟壌可給態中の Sr-90 は発煙硝酸法による化学分

離後に放射能を定量した。また、各試料中の Cs-137 は、Ge 半導体検出器による γ線スペクトロメトリーにより定量した。

安定 Sr、Cs は試料の有機物分解後に ICP-AES または ICP-MS により定量した。 

3．結果と考察 環境中と⻭中の Sr-90 を⽐較すると、⼟壌の可給態は⻭よりも Sr-90 ⽐放射能が低かった。⽐放射能に差

があることから、ウシの採取時点では環境中で Sr-90 の分布は平衡に達しておらず、⼟壌や植物に沈着した Sr-90 は「⼟壌

→植物→ウシ」よりも、「植物→ウシ」の経路での取り込みの寄与が⼤きいことが⽰唆された。Cs-137 についても同様に

環境中と⻭の⽐較を⾏った。Cs-137 ⽐放射能の⼤

⼩関係は「⼟壌の可給態 > 植物 > ⻭」であった。

つまり、事故後初期のウシの採取時点では環境中

の Cs-137 の分布も平衡に達してなく、安定 Cs の

⽅が移⾏しやすい化学形をとっていたと考えられ

る。⼀⽅、採取直前に稲わらを与えられていたウ

シの⻭の Cs-137 ⽐放射能は稲わらと近い値であ

った。また、可給態中の存在形態ごとの⽐放射能

を⽐較すると（図 1）、福島第⼀原発事故由来の

Sr-90 は Cs-137 よりも⽔溶性の傾向が強いことが

明らかになった。 
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図1. 可給態中存在形態ごとSr-90およびCs-137比放射能 
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